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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　実習単位は、小児看護、母性看護、精神看護、在宅看護、看護における統合と実践の実習は、2単位の実習が多く、基礎看護、成人看護（急性期・慢性期）はそれぞれ3単位、老年看護は4単位、公衆衛生看護は5単位の実習が多かった。助産学実習は、6単位以上の実習であり、11単位の実習が多かった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　1学年のグループ数は、成人看護学実習（急性期・慢性期）、老年看護学実習、小児看護学実習、母性看護学実習、精神看護学実習においては、平均13～15グループで実習を行っており、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1グループの人数は平均8~9人の構成であった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２）各実習における使用施設数、実習の指導体制
表2-2-1　使用施設数
　実習における使用施設数は、公衆衛生看護、在宅看護、看護における統合と実践の実習では10施設以上であり、次いで老年看護、小児看護の順に多い。

表2-2-2　指導体制
　教員の指導体制は、在宅看護、公衆衛生看護では教員が常駐ではなく、巡回による体制をとっている。使用施設数が多いことからこのような指導体制になっていると考えられた。
　実習を担当している教員数は、基礎看護学実習は約8人、統合と実践実習は19人、以外は平均2～4人であった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３）実習における教員および施設側実習指導者の役割
　表2-3-1
　各実習において、90%以上が“思考の整理”、“記録（看護計画）の確認”、“実習評価”、“カンファレンス”を、80%以上が“報告を受ける”、“ケアの振り返り”を教員の役割と回答していた。提示した役割全てにおいて約80%以上が教員の役割と回答していた。
　一方、“ケア実施の調整”は、在宅看護学実習で44.2%、公衆衛生看護学実習で67.6%、看護における統合と実践実習で69.0%、“ケアの指導(見守りを含む)”は、在宅看護学実習で30.5%、公衆衛生看護学実習で69.9%が教員の役割と回答していた。
表2-3-2
　この役割は、施設側の実習指導者が実施していると回答している。　実習指導者は、どの領域でも“実習評価”の役割は低い結果だった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３．看護学実習の内容および学生の実習への取り組み状況
１）実習評価および単位認定
表3-1-1～3-1-2
　実習科目の単位修得に必要な出席日数（割合）は、出席80％（4/5）という回答が最も多く、次いで出席67％（2/3）という回答であった。中には出席100%を求めている大学もあった。85％以上の大学が学生の自己評価表を用いて評価していた。

２）各実習における単位認定の際の成績評価の点数配分
表3-2-1
　実習の単位認定において成績評価の点数配分（100点満点）は、おおむね実習目標到達度55点、実習態度15点、実習記録15点、レポート8点、その他7点であった。実習別にみても、どの実習科目も実習目標到達度を重視して成績評価を行っていた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３．看護学実習の内容および学生の実習への取り組み状況
３）各実習における目標達成状況
表3-3-1
　実習全体の達成状況では、学生の達成度を100点満点の成績評価でみると、80点以上が6割強、70点台が3割弱、60点台が1割弱であった。
　実習別の達成度で、60点未満（不合格）がもっとも多かったのは「成人慢性期実習」1.4％、もっとも少なかったのは「統合と実践実習」と「公衆衛生実習」ともに0.2％であった。

表3-3-2　
　実習科目で学生が不合格となる理由は、全体的には「心身の変調により出席日数が足りない」や「学習が追いつかず実習内容が不十分である」が多かった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　実習で受け持つ対象者の個人情報保護に対する教育については、対象者の個人情報保護に関する事項について「誓約書を学生に書かせている」、「実習要項に入れている」、「講義とは別に説明する機会をもっている」という項目は90％以上を占めており、殆どの大学で積極的に取り組んでいた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２）各実習における実習施設の確保状況

表4-2-1＜実習全体＞「安定的に実習施設が確保できている」という回答は50.9％。
どの実習にも共通する課題は、①競合する学校および学生数の増加、②適切な実習施設が近隣に得られないための学生・教員への負担、③施設移転、廃業、縮小などによる不安定さ、④就職を期待され、期待に添えないと実習を断られたり制限されたりする現状、⑤実習費の高騰があった。安定的に確保できている理由としては、「これまでの実績/関係性がある」75.0%、「大学の附属または関連施設である」54.8％であった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
表4-2-3 ＜領域別＞比較的安定的に確保できている領域と難しい領域がある。
・基礎実習や成人（急性期・慢性期）看護実習は、比較的安定して確保できている
・精神看護、老年看護、小児看護、母性看護、助産の実習は、確保が難しくなっていた。
・老年看護実習では、実習施設として高齢者福祉施設の使用がみられ、施設での指導体制の不備や人員の不足、教育環境として適切な施設の不足があげられた。
・小児看護実習、母性看護実習、助産実習においては、少子化の影響を受け、患者が著しく減少し対象の医療施設が減少していることが不確定の理由としてあげられた。
・助産実習は「安定的に確保できている」と回答したのは22.2％
・在宅看護実習は「安定的に確保できている」と回答したのは31.8％
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５．看護学実習における課題や問題
１）各実習における課題及び問題
表5-1-1　課題や問題の有無
　実習において約8割が何らかの課題があると回答しており、いずれの領域ともほぼ同程度の割合で課題があると回答していた。
表5-1-2　実習の問題・課題について
　課題の具体的な内容は、「多数の実習施設を使用すること」、「実習指導教員の確保」に対する課題への回答が多かった
表5-1-3　実習の問題・課題について（実習領域別）
　実習領域別では母性、小児領域で「実習に適した対象者がいないこと」が挙げられた。助産実習では、設定した14項目の課題のうち5項目は6割以上が課題を感じ、他領域と異なる課題として「患者・家族からの同意を得ること」、「実習費用」があげられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２）地域包括ケア導入にあたっての新たな実習施設開拓への取り組み　　
＜新たな実習施設の開拓の取り組み＞2011年度以降に急増しており、回答のあった167施設すべてにおいて何らかの開拓の取り組みをしていると回答した。
表5-2-1＜新たに開拓しようと考えている実習施設＞
151件の記述データの分析では、最も多く回答があったのは「高齢者施設等」で、次いで「病院」、「地域包括支援センター」、「精神障がい者支援施設」などであった。
表5-2-2＜施設開拓の理由＞
105件の記述中34のカテゴリーに分類された。最も件数が多かったのは「実習施設が不足している」ことで、なかでも母性・助産実習や小児実習などの領域での不足が目立ち、病院以外での実習施設の開拓に取り組んでいる。その他「地域生活支援を学ぶ」「実習対象者が不足しているから」、「地域の生活者を学ぶため」などの回答が多く、地域包括ケアの学習への取り組みを意識している結果となった。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　教員は、ITの発達に伴って生じるさまざまな課題への取り組みをしているものの、学生への対応に難渋している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８）実習施設に支払う実習費についての課題
表5-8

　実習施設に支払う実習費についての課題では、主に国立法人の大学は支払方法が一律で実習費が安いため、施設のニーズに対応できず、実習の受け入れを断られることがあると述べられていた。
　一方、施設側からの実習費の値上がりは年々増していて、それへの対応に苦慮していることが示された。実習費の標準額が不明であり、支払いの根拠や基準がないことを問題視し、妥当な金額を知りたいとする声が聞かれた。実習費の課題に関する大学間の情報交換をもつことが必要であるという意見もみられた
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
９）実習施設において学生が対象者への看護ケアを提供することに関する課題
表5-9

　実習施設において学生が対象者への看護ケアを提供することに関する課題では、実習が見学実習になっており、学生の実践力を身につけるものになっていないことが多くあげられた。これには、実習の場における在院日数の減少、侵襲を伴うケアや複雑な問題が増えたこと、事故防止を重視すること、実習体制の課題、大学と施設との関係性にかかわる課題、学生自身の課題など多くの要因が絡み合っていることが述べられていた。
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